
No

7702025.4.15

因幡千本桜フォトコンテスト（鳥取YEG提供）

CONTENTS
●臨時議員総会を開催
　 新年度事業計画案を承認

●観光ビジョン策定特別委が市長に要請
　 官民連携で観光産業の発展を

●まちなか再生を考えるフォーラム
　 中心市街地の課題と今後

●2025年度事業計画
　 地域とともに未来を創る



鳥取商工会議所報
VOL770.2025.4.15

CONTENTS    VOL770（2025. ４）

２

■動向�…………………………３〜17
　・臨時議員総会を開催
　・2025年度事業計画
　・まちなか再生を考えるフォーラムを開催
　・鳥取観光マイスター認定証授与式
　・観光ビジョン策定特別委が市長に要請
　・障がい者雇用促進要請書を受理
� ほか
■青年部だより………………18〜19
■女性会だより……………………20
■市民交流ホール案内……………21
■インフォメーション……………22

表紙写真は、鳥取YEGが昨年度に実施した「因幡千本桜
フォトコンテスト」で県知事賞を受賞した作品です。
鳥取県立布勢総合運動公園内にある「因幡千本桜・桜の園」
は1980年代、当時の鳥取YEGメンバーが数年をかけて植
樹しました。鳥取YEGでは景観維持のため、40年経過して
朽ちた桜の木の植え替えや水やりなどの整備をしています。
桜の園は、桜の見ごろを迎えると約1,000本のソメイヨシ
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動 向
　

鳥
取
商
工
会
議
所
の
臨
時
議
員
総

会
が
３
月
31
日
（
月
）、
鳥
取
市
本

町
３
丁
目
の
鳥
取
商
工
会
議
所
ビ
ル

で
開
か
れ
、
２
０
２
５
年
度
の
事
業

計
画
案
や
収
支
予
算
案
を
承
認
し
ま

し
た
。（
４
～
10
面
に
事
業
計
画
を

掲
載
）

　

事
業
計
画
は
、『
地
域
と
と
も
に

未
来
を
創
る
～
持
続
可
能
な
社
会
や

経
済
を
目
指
し
て
～
』
を
基
本
方
針

に
、
重
点
事
項
と
し
て
、
①
中
小
企

業
・
小
規
模
事
業
者
へ
の
支
援
、
②

【
課
長
補
佐
級
】
地
域
・
経
済
振
興

部
地
域
振
興
課
課
長
補
佐
（
経
営
支

援
部
経
営
支
援
一
課
課
長
補
佐
）
中

村
敦
子

【
係
長
級
】
経
営
支
援
部
経
営
支
援

一
課
係
長
（
地
域
・
経
済
振
興
部
地

域
振
興
課
係
長
）
木
下
雄
佑

【
主
事
級
】
地
域
・
経
済
振
興
部
経

済
振
興
課
主
事
（
同
部
経
済
振
興
課

主
事
兼
地
域
振
興
課
主
事
）
森
愛

◇
新
規
採
用

地
域
・
経
済
振
興
部
地
域
振
興
課
主

事　

西
山
香
菜
子

女
性
活
躍
・
若
者
定
住
に
向
け
た
取

り
組
み
、
③
人
材
の
活
用
と
育
成
、

④
観
光
・
ま
ち
づ
く
り
へ
の
取
り
組

み
、
⑤
Ｄ
Ｘ
の
推
進
、
⑥
政
策
提
言
・

要
望
活
動
、
⑦
商
議
所
の
機
能
お
よ

び
財
政
基
盤
の
確
立
―
の
７
項
目
を

掲
げ
て
い
ま
す
。

　

海
外
情
勢
や
円
安
に
起
因
す
る
原

材
料
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
な
ど
の
高

止
ま
り
や
、
人
手
不
足
、
事
業
承
継
、

Ｄ
Ｘ
対
応
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
な
ど
多
岐
に

わ
た
る
課
題
を
抱
え
る
日
本
企
業
。

特
に
中
小
企
業
な
ど
は
、
価
格
転
嫁

の
対
応
に
遅
れ
が
見
ら
れ
、
厳
し
い

経
営
環
境
に
置
か
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
下
、
当
所
で
は

　　
鳥
取
商
議
所
臨
時
議
員
総
会

鳥
取
商
議
所
臨
時
議
員
総
会

地
域
と
と
も
に
未
来
を
創
る

地
域
と
と
も
に
未
来
を
創
る

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　　
　　
　　
　　  

新
年
度
事
業
計
画
な
ど
承
認

新
年
度
事
業
計
画
な
ど
承
認

あいさつする児嶋会頭

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
へ
の
経

営
支
援
を
ト
ッ
プ
項
目
に
掲
げ
、
厳

し
い
経
営
環
境
の
変
化
に
対
応
す
る

た
め
、
経
営
革
新
や
事
業
再
構
築
、

生
産
性
向
上
な
ど
の
施
策
を
積
極
的

に
支
援
す
る
ほ
か
、「
Ｄ
Ｘ
・
デ
ジ

タ
ル
化
推
進
相
談
室
」
を
新
た
に
設

置
し
、
Ｄ
Ｘ
に
よ
る
業
務
効
率
化
を

図
る
事
業
者
を
支
援
し
ま
す
。

　

ま
た
、
人
口
減
少
社
会
の
到
来
に

備
え
た
取
り
組
み
と
し
て
、
女
性
の

活
躍
と
若
者
定
住
に
向
け
た
取
り
組

み
を
検
討
・
研
究
す
る
特
別
委
員
会

を
新
た
に
設
け
る
ほ
か
、
企
業
の
人

材
育
成
を
強
力
に
推
し
進
め
る
た
め

の
「
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
」
を
開
講

し
、
通
年
を
通
し
て
職
階
別
や
目
的

別
に
応
じ
た
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
強
化
の

講
座
を
実
施
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
と
っ
と
り
観
光
ビ
ジ
ョ

ン
策
定
特
別
委
員
会
は
前
年
度
、
観

光
を
基
盤
と
し
た
歴
史
や
文
化
、
ま

ち
づ
く
り
、
そ
し
て
市
民
生
活
を

つ
な
げ
て
い
く
「
と
っ
と
り
観
光
ビ

ジ
ョ
ン
」
を
策
定
し
た
こ
と
か
ら
、

今
年
度
は
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現
に
向
け

て
「
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
実
現
委
員
会（
仮

称
）」
を
設
置
。
行
政
と
観
光
団
体
、

経
済
団
体
な
ど
の
形
成
を
検
討
し
、

地
域
密
着
型
観
光
や
体
験
型
観
光
の

充
実
、
観
光
客
の
誘
致
な
ど
を
通
じ

て
、
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
持
続
可
能
な

観
光
へ
の
取
り
組
み
に
よ
る
地
域
経

済
の
活
性
化
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　

25
年
度
の
収
支
予
算
は
、
一
般
会

計
と
８
つ
の
特
別
会
計
を
合
わ
せ
、

商
議
所
ビ
ル
の
空
調
設
備
更
新
な
ど

を
行
っ
た
前
年
度
よ
り
２
億
４
２
４

３
万
１
千
円
少
な
い
９
億
５
３
４
４

万
７
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

事業計画案などを承認した臨時議員総会
 

鳥
取
商
工
会
議
所
人
事
異
動

（
４
月
１
日
付
）
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「地域とともに未来を創る」
－持続可能な社会や経済を目指して－

　わが国の社会経済は、海外情勢や円安に起因する原材料・エネルギー価格等の高止まりが続いています。
足もとの我々の地域でも、景気はいくらかの改善は見られるものの、原材料、人件費の高騰に対する価格
転嫁についてもまだまだバラつきが見られ、事業者は、依然厳しい経営環境に置かれていることに変わり
はありません。
　さらに、継続的な課題である事業承継問題、ＤＸ対応、ＳＤＧｓ、脱炭素社会、働き方改革への対応な
ど、多くの課題へも引き続き向き合っていかなければなりません。
　こうした中、商工会議所に課せられた役割である地域商工業者の支援、さらには地域経済社会の発展へ
貢献すべく、最善の努力を尽くしていく使命があります。
　その実現を目指して、今年度は「地域とともに未来を創る」を基本方針に、今一度会議所ミッションに
立ち返り、商工会議所事業に取り組んでまいります。
　すなわち、時代や環境の変化の中にある会員企業の自己変革を支援すること、地域経済の好循環を生み
出す、より魅力ある地域づくりに貢献すること、さらには、行政や関係団体としっかりと協調して成果を
上げ、地域の輝く未来を創造することで、石破総理大臣の掲げる「地方創生2.0」が実感できるよう、以
下の事業に全力で取り組んでまいります。

○ 重 点 事 項

１．中小企業・小規模事業者への支援

２．女性活躍・若者定住に向けた取組

３．人材の活用と育成

４．観光・まちづくりへの取組

５．ＤＸの推進

６．政策提言・要望活動

７．商工会議所の機能及び財政基盤の確立

2025年度『事業計画』
○ 基 本 方 針



鳥取商工会議所報
VOL770.2025.4.15

５

○ 事 業 項 目

１．中小企業・小規模事業者への支援

　　地域経済社会を支える中小企業・小規模事業者は、原材料費・エネルギー価格の高騰や円安を背景と
した物価高などのコスト増、人手不足対策としての防衛的な賃上げ等の厳しい環境変化に対応するため、
自己変革による新たな付加価値創造・拡大に挑戦しています。

　　このような経営環境に対応し、持続的な成長を後押しするため、経営革新、事業再構築、事業承継、
生産性向上、新市場開拓など自己変革を促すサポートが不可欠であり、引き続き、事業者へ寄り添った
伴走型の支援を実施します。

（１）第３期経営発達支援計画（経済産業大臣認定の5ヶ年計画）に基づく小規模事業者等への伴走型の
経営支援

　　【経営発達支援計画の目標】
①持続的経営を志向する小規模事業者が、ビジネス環境の変化に対応するための取組を事業計画に沿っ

て実施し、成長を遂げる。
②地域資源を活用した高付加価値商品の開発やＩＴを活用した販路開拓により、付加価値の拡大。
③ＩＴを活用した業務効率化や設備投資により、労働投入量を低減させ、労働生産性を向上。
④上記を実現するために、小規模事業者との対話と傾聴を通じて、個々の課題を設定した上で、小規

模事業者の力を引き出す。

（２）物価高や構造的な人手不足、厳しい経営環境に直面する中小企業・小規模事業者の事業継続や事業
再構築等を幅広く支援
①人手不足や物価高、原材料、エネルギー高等の影響により困窮する事業者の足下の資金繰り支援。
②市場規模が縮小する業種・業態から成長分野へ大胆な事業再構築や産業構造を転換（事業再構築補

助金）する中小企業・小規模事業者の支援。
③中小企業生産性革命推進事業（ものづくり補助金、小規模事業者持続化補助金、ＩＴ導入補助金、

事業承継引継ぎ補助金）による中小企業・小規模事業者の設備投資・ＩＴ導入・販路開拓、事業承
継等の促進。

④各種賃上げ補助制度や助成金等を活用した中小企業・小規模事業者の賃上げの後押し。

（３）地域を支える中小企業・小規模事業者の新たな付加価値創出・拡大を支援
①中小企業等経営強化法に基づく「経営力向上計画」の認定計画策定支援および、各種補助金等の活

用を通じた新たな付加価値の創出。
②鳥取県、鳥取市等との連携による地域課題解決型起業のチャレンジャー支援やスタートアップビジ

ネスの創出支援。

（４）鳥取県産業未来共創事業による新たな企業価値創造や生産性向上・新技術導入を目指す取り組みの
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事業計画策定を支援
①新たな企業価値創造型（中小企業者が策定する新たな取組に関する事業計画）を支援。
②生産性向上・新技術導入推進型（中小企業者が実施する経営力向上及び生産性向上、働き方改革に

資する事業計画）を支援。
③事業承継促進型（親族内、従業員、第三者承継による事業引継ぎの取組）を支援。

（５）中小企業・小規模事業者の課題解決支援と事業環境整備の推進
①中小企業・小規模事業者の経営課題に対し、関係機関と連携した「とっとり企業支援ネットワーク」

による経営改善計画策定支援。
②専門家派遣事業による専門的課題解決支援。
③日本政策金融公庫との連携による経営改善・資金繰り支援。
④様々な中小企業支援施策を管内事業者が幅広く利用し活用できるよう施策の周知・利用促進を図る

ための情報発信。

（６）創業支援、企業変革を促す事業承継の推進
①「とっとり創業塾」の開催による創業知識・実務ポイントなどのノウハウ提供
②関係機関との連携や専門家を活用した事業承継支援及び承継、引継ぎを契機として挑戦する中小企

業・小規模事業者の支援（国・県等の事業承継補助金など）。

（７）農商工連携マッチング支援、鳥取の商品力強化と情報発信の実施
　　①農商工連携マッチング事業による商品開発等支援と６次産業化の推進。
　　②鳥取産品の商品評価と消費者モニタリングの実施及び商品ブラッシュアップ支援。
　　③魅力ある鳥取産品のプロモーションによる幅広い消費者へのＰＲ。
　　④鳥取を強力に発信する新商品、メニュー開発、リニューアル支援の実施。

（８）ビジネスマッチング、交流事業による販路開拓支援
①販路開拓セミナー開催、首都圏バイヤーとの商談会、各種商談会後フォローアップ等による事業者

のビジネスチャンス獲得支援。
②新市場開拓を推し進めるため、九州方面「FOOD STYLE kyushu 2025」へ出展。
③小規模事業者の販路拡大に向けた需要動向・マーケティング調査の実施。
④関係機関と連携したセミナーの開催等を中心とした海外展開支援。

（９）中小企業・小規模事業者の経営基盤整備へ向けた防災・減災対策の推進と事業継続力強化支援

２．女性活躍・若者定住に向けた取組

（１）行政・青年部・女性会との一層の連携
　　「CIVIC PRIDE－シビック・プライド－」のビジョンのもと青年部が取り組む事業、女性会が取り組

むSDGs活動などの各種活動と連携を更に深め、若者に対する地元企業の事業活動や歴史、文化などの
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地域資源を再認識してもらい、これからの鳥取を一緒に考えることで地元への誇りと愛着の増進に取り
組む。

（２）特別委員会の設置
　　女性活躍と若者定住は、地域社会の活性化に不可欠な要素である。「女性活躍・若者定住特別委員会（仮

称）」を設置し、意識改革や働き方の多様性の推進、魅力的な雇用の創出や起業支援など検討、研究し、
地域社会の活性化を目指す。

３．人材の活用と育成

（１）外国人活用と多文化共生社会の実現
　　不足する労働力を解決し、経済成長を維持するために外国人材の活用が必要となる中、効果的な受け

入れ制度や労働環境や地域との関わり等、環境の整備に向けた検討等を行い、課題解決と社会の多様性
を高めた多文化共生社会の実現を目指す。

（２）鳥取商工会議所ビジネススクールの開設
　　生産性向上やＤＸの推進等の経営力向上へ向けた各種セミナー等の開催、域内企業の人材育成を強力

に推し進めるため「鳥取商工会議所ビジネススクール」を開講する。

４．観光・まちづくりへの取組

（１）地域資源を活用した観光需要の創出
　　昨年度策定した「観光ビジョン」により、鳥取市として目指す「とっとり観光のあるべき姿」を明確

にすることができた。
　　個人旅行や体験型観光など観光客のニーズは多様化し、より高度なサービスが求められ、単なる観光

地巡りだけでなく、地域との交流やその土地ならではの体験が求められる傾向にある。
　　このことを踏まえ、単一の観光組織によるパンフレット配布やイベント開催等、比較的限定的な活動

ではなく、地域住民とビジョンを共有し、観光に関わる意識を高め、持続可能な観光を実現する必要が
ある。

　　従って、新たな委員会「観光ビジョン実現委員会（仮称）」の設置等により、ＤＭＯやＤＭＣなどの
形成を検討し、地域密着型観光や体験型観光の充実、観光客の誘致などを通じて、ビジネスとして持続
可能な観光への取り組みによる地域経済の活性化を目指す。

（２）広域経済圏の形成促進
　　少子高齢化や人口減少といった社会が抱える共通の課題に対して、単独の地域だけでは対応が難しく

なってきており、地域が自立的に発展していくための広域連携の重要性が高まっている。
　　スーパーはくとの増便、鳥取自動車道など関西、山陽側との時間距離が短縮され、連携・交流の基盤

は整った。姫路市は兵庫県第２の都市で、歴史的に深い縁で結ばれていることからも、姫路商工会議所
と交流・連携し、広域観光及び経済連携を模索する。
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　　①「鳥取・豊岡・丹後地域経済団体交流会」（鳥取市で開催予定）
　　②「中四国南北軸交流懇談会」（鳥取市で開催予定）
　　③「姫路商工会議所との交流会」を通じた地域間交流・連携

５．ＤＸの推進

（１）ＤＸの推進
　　ＤＸは、事業者だけでなく地域社会においても重要な事項となっている。また、社会や経済に対して

本質的な変化を促進させるＤＸは地域経済に大きく影響する。
　　ＤＸは、地域経済に大きな変革をもたらす可能性がある一方で、デジタル格差の拡大や中小企業への

負担増など課題もある。地元事業者とともに課題を克服し、例えば、ＡＲ／ＶＲを活用した観光体験や
地域通貨を活用した観光促進など新たな観光の形の提供を目指す。

　　①生産性向上やＤＸの推進等の経営力向上へ向けた各種セミナー開催。
　　②ＤＸによる生産性向上・業務の効率化を支援するため、「ＤＸ・デジタル化推進相談室」の設置。

（２）デジタルデータ活用プラットフォームへの参画
　　官民連携により県内のビッグデータ（観光情報、飲食店情報、購買履歴、地域Maas情報、交通情報、

気象情報、災害情報、連携人流データ、Iotセンサー情報、バイタルデータ、統計データ等各種システムデー
タ）を活用し各種課題解決を目指す取り組みデータサイエンス構想に参画し、商工会議所としてもビッ
グデータを活用し、企業からの相談や経営支援やデジタル地域通貨の「地域情報」での活用を目指す。

６．政策提言・要望活動

　　経済、金融・税務、商工業、まちづくり、観光振興などについては、行政等に対し、的確な意見や要
望活動を行うことは商工会議所の大きな役割の一つである。

　　このことから部会や委員会を中心に ｢会員アンケート調査事業｣ を実施し、会員企業が抱える課題や
意見等を集約し、適宜適切に行政等に提言する。

　　また、地域が抱える課題の解決のために行政、関係機関、各種団体そして会員企業と協働しながら活
動していく。

　　①人手不足対策や人材確保推進に関する要望
　　②外国人労働者の労働環境整備等に関する要望
　　③燃油・原材料高騰の影響により厳しい環境にある事業者の支援に関する要望
　　④中小・小規模事業への各種支援策の拡充に関する要望 
　　⑤道路・鉄道等の社会資本・交通基盤整備に向けた要望
　　⑥鳥取市との定期懇談会（情報交換の場）の継続開催
　　⑦その他地域課題の解決に向けた要望
　　　※部会活動やアンケート調査により、要望事項の収集を実施
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７．商工会議所の機能及び財政基盤の確立

１　会議所運営に関する事業

　（１）会議
　　①議員総会・常議員会
　　②会頭・副会頭会議
　　③運営委員会
　　④監査会
　　⑤第44期議員選挙（役員改選）
　　⑥その他の会議

　（２）部会（建設・工業・流通・金融・観光交通・サービス）
　　①部会員対象事業、ＥＸＰＯ２０２５大阪・関西万博視察研修（４月～10月）
　　②部会（業界）の課題等から導き出される意見、要望活動
　　③部会員交流事業
　　④正副部会長会議

　（３）委員会
　　（ 常設＝運営・企画政策、特別＝コンパクトスマートシティ推進・とっとり観光ビジョン策定・ま

ちなか賑わい創出・ローカルフードプロジェクト）
　　①調査研究、まとめ、提言・提案
　　②正副委員長会議、及び委員会の開催

　（４）連携・交流
　　①日本商工会議所･中国地方商工会議所連合会･各地商工会議所との連携
　　②青年部･女性会との連携・協調
　　③ＪＡＰＡＮ　ＥＸＰＯ２０２５（大阪・関西万博）への協力
　　④行政・各経済団体との連携
　　　・「中国地域発展推進会議」への参画
　　　・「鳥取市国際経済発展協議会」への協力
　　　・「関西広域連合」への参画
　　　・「中国経済連合会」事業への参画
　　⑤産学官金労言による異業種交流会「ほんまちクラブ」の復活
　　⑥会員親睦ゴルフコンペの実施
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２　財政及び組織力の強化

①会員増強計画、また役員・議員、会員の紹介による入会勧奨、退会抑制策の強化
②生命共済（わかとり共済）等の積極推進及び、福祉制度（個人保険）増強キャンペーン（春・秋）

の実施
③会館の維持管理、及び会議室の積極的な外部貸出

３　会員企業の福祉・共済制度等への支援
　
　　①アクサ生命との連携による共済事業の推進
　　②退職金制度～小規模企業共済、特定退職金共済制度
　　③優良従業員表彰式の開催

４　事務局組織の強化
　
　　①現行業務の見直しによる事務局ＤＸの推進、スマートＣＣＩの推進
　　②担当別、職階別、目的別外部研修会への積極参加（日商、中小企業大学校等）
　　③職員の資格取得の推進

５　商工会議所活動の見える化を通じた商工会議所のプレゼンス（存在価値）の強化
　

　　当所の事業や青年部、女性会主催のイベント等を積極的にメディア発信することで、広く市民や事業
者に知ってもらい、会議所の存在意義を高めるとともに、親しみやすく、頼りになる商工会議所を目指す。

　　①各メディアへの情報発信による積極的な広報活動
　　②ホームページによる情報発信
　　③商工会議所報による情報発信
　　④メール、ＳＮＳ等配信による情報提供

新会員紹介（2024年10月～2025年２月）
事　　業　　所　　名 代表者名 所　　　在　　　地 業　　　種 部　会

㈱つばめ 田口　健児 鳥取市南隈881サウスⅢ101号 個人向け戸建仲介業 サ ー ビ ス

㈱大野興業 大野　寿幸 鳥取市吉方温泉町 1丁目 539 番地 仮設工事 建 設

㈱藤工務店 秋山美佐枝 鳥取市円通寺 283 番地 土木・建築工事業 建 設

大和システム㈱ 武藤　兼治 福岡県大牟田市大正町５丁目１番地７ フォレストビル 602 号 情報処理・コンピュータシステム開発 サ ー ビ ス

合同会社 cocoto 佐々木芳美 鳥取市田島 672-1　PARK田島 コンサル・飲食業 観光・交通

合同会社よごと 尾坂　　亮 鳥取市栄町 656 西洋料理店 観光・交通

山岡弘明税理士事務所 山岡　弘明 東京都世田谷区上用賀1-11-6クラソ用賀ELL202 税理士業（税務申告） サ ー ビ ス

㈱グローウィング・ガーデン 臼井　智也 鳥取市福部町湯山422番地 建築工事業（石工事、造園業） 建 設

笹井社会保険労務士事務所 笹井　茂樹 岡山県津山市山下 5番地 社会保険労務士 サ ー ビ ス
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動 向
　

鳥
取
商
工
会
議
所
ま
ち
な
か
賑
わ

い
創
出
特
別
委
員
会
（
大
田
斉
之
委

員
長
）
は
３
月
15
日
（
土
）、
鳥
取

市
尚
徳
町
の
と
り
ぎ
ん
文
化
会
館
で

「
ま
ち
な
か
再
生
を
考
え
る
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
を
開
催
し
、
商
業
関
係
者
や

行
政
職
員
、
地
域
住
民
ら
57
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
商
店
主
の

高
齢
化
や
建
物
の
老
朽
化
な
ど
の
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
を
抱
え
、
商
業
の
衰

退
が
続
く
中
心
市
街
地
を
ど
の
よ
う

に
再
生
し
て
い
く
か
を
考
え
る
き
っ

か
け
に
な
れ
ば
と
い
う
思
い
の
下
、

企
画
し
ま
し
た
。

　

第
１
部
の
講
演
会
は
、
㈱
商
業
タ

ウ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
東
朋
治
代
表

取
締
役
が
講
師
を
務
め
、「
中
心
市

街
地
『
再
』
活
性
化
の
た
め
の
傾
向

と
対
策
」を
テ
ー
マ
に
講
演
し
ま
し
た
。

　

東
講
師
は
、
阪
神
大
震
災
で
壊
滅

的
な
被
害
を
受
け
た
神
戸
・
新
長
田

地
区
で
タ
ウ
ン
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し

て
復
興
事
業
に
従
事
。
そ
の
後
も
商

店
街
や
中
心
市
街
地
活
性
化
ビ
ジ
ョ

ン
策
定
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

講
演
で
は
、
今
後
の
キ
ー
に
な
る

の
は
、
商
業
エ
リ
ア
の
面
積
を
時
代

に
合
わ
せ
た
サ
イ
ズ
に
整
備
す
る
こ

と
で
、「
ま
ち
の
ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ
ン
グ
」

が
必
要
と
解
説
し
ま
し
た
。

　

現
在
の
商
店
街
の
面
積
は
最
も
栄

え
た
当
時
の
ま
ま
で
、
さ
ら
な
る
人

口
減
少
が
想
定
さ
れ
る
状
況
下
に

あ
っ
て
は
、
商
業
と
居
住
エ
リ
ア
の

線
引
き
を
し
っ
か
り
行
い
、
商
店
と

住
居
を
そ
れ
ぞ
れ
集
約
す
る
必
要
が

あ
る
と
語
り
ま
し
た
。

　

第
２
部
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ 講演する東講師

  

ま
ち
な
か
賑
わ
い
創
出
特
別
委
員
会

ま
ち
な
か
賑
わ
い
創
出
特
別
委
員
会

ま
ち
な
か
再
生
を
考
え
る
フ
ォ
ー
ラ
ム

ま
ち
な
か
再
生
を
考
え
る
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　　  

中
心
市
街
地
の
課
題
と
今
後

中
心
市
街
地
の
課
題
と
今
後

シ
ョ
ン
で
は
、
委
員
会
メ
ン
バ
ー
に

東
講
師
を
交
え
、
鳥
取
市
の
中
心
市

街
地
の
現
状
や
課
題
に
つ
い
て
協
議

し
ま
し
た
。

　

鳥
取
市
の
中
心
市
街
地
は
、
昭
和

27
年
の
鳥
取
大
火
の
復
興
で
整
備
さ

れ
て
お
り
、
若
桜
街
道
沿
い
に
は
、

当
時
に
建
設
さ
れ
た
建
物
が
現
在
も

存
在
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
建
物

は
隣
の
建
物
と
密
着
し
て
い
る
た
め
、

単
独
で
の
建
て
替
え
が
困
難
で
あ
る

こ
と
や
、
老
朽
化
に
よ
る
雨
漏
り
な

ど
の
不
具
合
と
い
っ
た
問
題
が
山
積

し
て
い
ま
す
。

　

加
え
て
、
相
続
に
伴
う
権
利
者
の

分
散
や
、
所
有
者
が
高
齢
と
な
り
建

て
替
え
や
改
修
に
向
け
た
気
力
が
無

く
な
っ
て
お
り
、
今
後
は
さ
ら
に
建

物
の
更
新
が
難
し
く
な
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
課
題
解
決
に
つ
い
て
語

る
中
で
、
ど
の
よ
う
な
対
策
を
行
う

上
で
も
、
重
要
な
の
は
関
係
者
の
意

向
と
な
り
ま
す
。
地
権
者
や
建
物

所
有
者
の
考
え
を
く
み
取
り
、
当
事

者
に
負
担
を
強
い
る
だ
け
で
な
く
メ

リ
ッ
ト
も
あ
り
、
皆
が
納
得
で
き
る

形
を
考
え
る
こ
と
が
重
要
と
い
っ
た

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
報
告
＝
地
域
振
興
課
係
長
　
木
下

雄
佑
（
ま
ち
な
か
賑
わ
い
創
出
特
別

委
員
会
担
当
）

意見を交わすパネリストら

フォーラムの様子
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動 向
　

鳥
取
市
観
光
大
学
（
児
嶋
祥
悟
学

長
・
鳥
取
商
工
会
議
所
会
頭
）
の
観

光
マ
イ
ス
タ
ー
認
定
証
授
与
式
が
３

月
３
日
（
月
）、
鳥
取
市
幸
町
の
鳥

取
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、

認
定
試
験
に
合
格
し
た
受
講
生
が
鳥

取
観
光
マ
イ
ス
タ
ー
の
認
定
証
を
受

け
取
り
ま
し
た
。

　

20
回
目
を
数
え
た
鳥
取
市
観
光
大

学
（
鳥
取
商
工
会
議
所
、（
一
社
）

鳥
取
市
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協

会
、
鳥
取
市
）
は
、
観
光
産
業
に
従

事
す
る
人
の
観
光
知
識
の
習
得
や
、

観
光
客
へ
の
も
て
な
し
向
上
を
目
的

に
開
学
し
ま
し
た
。

　

今
期
は
認
定
試
験
の
結
果
、
36
人

が
観
光
マ
イ
ス
タ
ー
に
認
定
さ
れ
、

こ
れ
ま
で
の
認
定
者
は
６
３
４
人
に

上
り
ま
し
た
。

　

授
与
式
で
は
、
児
嶋
学
長
が
「
当

地
域
も
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
客
が
増

え
て
き
た
。
立
派
な
観
光
マ
イ
ス

タ
ー
と
し
て
、
観
光
客
を
も
て
な
し

の
心
で
迎
え
て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ

つ
し
、
観
光
マ
イ
ス
タ
ー
を
代
表
し

て
、
鳥
取
市
役
所
の
北
村
眞
子
さ
ん

に
認
定
証
を
授
与
し
ま
し
た
。

　

ま
た
認
定
者
を
代
表
し
て
、「
鳥

取
砂
丘
こ
ど
も
の
国
」
の
神
馬
真
旺

さ
ん
が
「
移
住
し
て
鳥
取
の
良
さ

を
感
じ
て
い
る
。
新
し
い
情
報
を

キ
ャ
ッ
チ
し
な
が
ら
、
鳥
取
の
魅
力

を
伝
え
て
い
き
た
い
」
と
観
光
マ
イ

ス
タ
ー
の
活
躍
を
誓
い
ま
し
た
。

児嶋学長らと記念撮影をする観光マイスター

  

第第
2020
期
鳥
取
市
観
光
大
学

期
鳥
取
市
観
光
大
学

鳥
取
観
光
マ
イ
ス
タ
ー
に
認
定
証
授
与

鳥
取
観
光
マ
イ
ス
タ
ー
に
認
定
証
授
与

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
3636
人
が
認
定
試
験
に
合
格

人
が
認
定
試
験
に
合
格

近頃は求人広告をしてもなかなか求職者がありません。求職者を確保す
るため好条件で求人広告しつつこれと異なる労働条件で雇用すること

は違法でしょうか。
今回は求人広告と労働条件について説明します。求人広告の内容は、求
人企業から求職者に対する労働契約の申込には該当しません。これは、

あくまで労働契約の申し込みの誘引にあたります。つまり、求職者が求人内容
に承諾しても、直ちに労働契約が成立するものではありません。そして、求人広告の内容はあくまでも見
込みにすぎないため、求人広告の内容がそのまま労働条件となっていなくても違法とはいえません。
労働契約とは、採用前の面接などで現実の労働条件を提示され、求職者がこれに合意することで成立し
ます。そのため、求人などに提示された条件と現実の労働条件に違いがあったとしても、求職者が現実の
労働条件に同意して契約したのであればこれが労働条件となります。
　他方で、求人広告の内容と異なる労働条件を提示されていない場合には、求人広告の内容が労働条件
となりますので、求人広告の内容と異なる労働条件を提示されていたかどうかが重要なポイントとなり
ます。
　ただし、求職者を集めるために好条件を提示して、採用後は著しく不利な条件で労働に従事させるよ
うな場合は、虚偽の広告・条件によって労働者を募集する
行為に該当し処罰される危険性があります（職業安定法第
65条８号）。また、求職者から損害賠償請求を受ける危険性
がありますので注意が必要です。

事業主と労働者のための

法律相談法律相談

QQ ＡＡ＆＆
169

Ａ

弁護士　上　田　雅　稔
（いなば総合法律事務所）

鳥取市本町３丁目２０１　鳥取商工会議所ビル５Ｆ

TEL0857-21-2377  FAX0857-22-6857

Q

 求人広告と労働条件求人広告と労働条件
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動 向
　

と
っ
と
り
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
特

別
委
員
会
（
荒
田
潤
之
介
委
員
長
）

が
策
定
を
進
め
て
い
た
ビ
ジ
ョ
ン
が

完
成
し
た
こ
と
を
受
け
、
３
月
18
日

（
火
）
に
児
嶋
祥
悟
会
頭
ら
が
鳥
取

市
幸
町
の
鳥
取
市
役
所
を
訪
れ
、
深

澤
義
彦
鳥
取
市
長
に
「
と
っ
と
り
観

光
ビ
ジ
ョ
ン
」
実
現
に
向
け
た
今
後

の
推
進
体
制
へ
の
協
力
を
求
め
ま
し

た
。

　

同
委
員
会
は
、
行
政
や
観
光
関
連

団
体
な
ど
が
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
・
目

標
で
事
業
を
進
め
て
い
る
現
状
に
対

し
、
鳥
取
市
全
体
の
統
一
し
た
観
光

ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し
よ
う
と
設
置
し

ま
し
た
。

　
「
と
っ
と
り
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
」
は
、

鳥
取
市
全
体
を
『
砂
ノ
国
』
と
し
て
、

①
鳥
取
砂
丘
ジ
オ
エ
リ
ア
、
②
鳥
取

城
跡
エ
リ
ア
、
③
鳥
取
街ま
ち

園パ
ー
ク

エ
リ
ア

―
の
３
つ
を
重
点
エ
リ
ア
に
設
定
。

鳥
取
砂
丘
の
観
光
客
を
城
跡
や
街
園

に
誘
客
し
、
点
在
す
る
資
源
を
面
的

に
捉
え
て
域
内
周
遊
し
て
も
ら
う
こ

と
に
よ
り
、
滞
在
時
間
や
消
費
を
伸

ば
し
て
い
く
ビ
ジ
ョ
ン
で
す
。

　

説
明
の
中
で
荒
田
委
員
長
は
「
ビ

ジ
ョ
ン
を
推
進
・
実
現
し
て
い
く
た

め
に
は
、
既
存
団
体
の
明
確
な
役
割

分
担
や
、
核
と
な
っ
て
活
動
で
き
る

組
織
形
成
が
重
要
だ
」
と
強
調
。
今

後
、
そ
の
組
織
の
あ
り
方
な
ど
を
検

討
し
て
い
く
上
で
更
な
る
行
政
と
の

連
携
を
求
め
た
こ
と
に
対
し
、
深
澤

市
長
は
「
観
光
振
興
は
波
及
効
果
が

大
き
い
。
部
署
の
垣
根
を
超
え
て
協

力
し
て
い
く
」
と
約
束
し
ま
し
た
。

  

観
光
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
特
別
委
員
会

観
光
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
特
別
委
員
会

官
民
連
携
で
観
光
産
業
の
発
展
を

官
民
連
携
で
観
光
産
業
の
発
展
を

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
鳥
取
市
長
に
推
進
協
力
を
要
請

鳥
取
市
長
に
推
進
協
力
を
要
請

Vol.91Vol.91

　　　■鳥取大学公開講座 サイエンス・アカデミーのお知らせ　　　■鳥取大学公開講座 サイエンス・アカデミーのお知らせ
　鳥取大学では教育研究の成果を皆様に紹介する公開講座

『サイエンス・アカデミー』を開催しています。
鳥取県立図書館を主会場とし、ライブ中継会場として米子
市図書館、倉吉市図書館などでもご聴講いただけます。

○令和７年４月26日（土）10：30 ～ 12：00
　講師：地域学部地域学科　教授　高橋　健司
　演題：CoREブックレットコラボ 
　　　一式飾り～山陰に息づく暮らしの芸術～

※お申し込みは電話・メール・ホームページにて、
お名前・ご連絡先・会場のご登録をお願い致
します。

� 鳥取大学地域価値創造研究教育機構地域連携推進室
� koken@ml.adm.tottori-u.ac.jp

説明する荒田委員長（左列の手前 2 番目）



鳥取商工会議所報
VOL770.2025.4.15

14

動 向
　

鳥
取
市
と
鳥
取
公
共
職
業
安
定
所

は
３
月
11
日
（
火
）、
鳥
取
市
本
町

３
丁
目
の
鳥
取
商
工
会
議
所
（
児
嶋

祥
悟
会
頭
）
を
訪
れ
、
障
が
い
者
の

雇
用
促
進
な
ど
に
つ
い
て
協
力
を
要

請
し
ま
し
た
。

　

２
０
２
４
年
６
月
１
日
時
点
の
鳥

取
県
の
障
が
い
者
雇
用
率
は
、
過
去

最
高
の
２
・
56
％
。
法
定
雇
用
率

（
２
・
５
％
）
を
達
成
し
た
企
業
の
割

合
は
61
・
１
％
で
全
国
平
均
を
大
き

く
上
回
り
、
障
が
い
者
の
雇
用
は
着

実
に
進
展
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
来
年
７
月
に
法

定
雇
用
率
が
２
・
７
％
に
引
き
上
げ

ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
新
た
に
従
業

員
37
・
５
人
以
上
を
雇
用
し
て
い
る

企
業
も
障
が
い
者
の
雇
用
義
務
の
対

象
に
な
り
ま
す
。
加
え
て
、
一
般
就

労
を
希
望
す
る
障
が
い
者
が
増
加
傾

向
に
あ
り
、
障
が
い
者
の
就
職
機
会

の
拡
大
や
就
職
後
の
職
場
定
着
を
推

進
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
日
は
、
深
澤
義
彦
鳥
取
市
長

と
博
田
勝
彦
鳥
取
公
共
職
業
安
定
所

長
が
訪
れ
、
深
澤
市
長
は
「
障
が
い

者
雇
用
の
促
進
と
、
職
場
定
着
に
向

け
た
環
境
づ
く
り
に
一
層
の
協
力
を

お
願
い
し
た
い
」
と
要
請
し
た
ほ
か
、

博
田
所
長
は
「
職
業
相
談
に
よ
る
障

が
い
者
へ
の
就
労
支
援
や
、
関
係
機

関
と
の
チ
ー
ム
支
援
な
ど
を
強
化
し

て
い
く
。
ぜ
ひ
雇
用
の
拡
大
を
お
願

い
し
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

要
請
を
受
け
た
児
嶋
会
頭
は
「
障

が
い
者
の
就
職
機
会
が
広
が
る
よ
う

会
員
事
業
所
に
呼
び
掛
け
て
い
く
」

と
約
束
し
ま
し
た
。

要請書を受け取る児嶋会頭（中央）

  

鳥
取
市
・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
鳥
取

鳥
取
市
・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
鳥
取

障
が
い
者
雇
用
の
促
進
と
職
場
定
着
を

障
が
い
者
雇
用
の
促
進
と
職
場
定
着
を

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　  

来
夏
に
法
定
雇
用
率
引
き
上
げ

来
夏
に
法
定
雇
用
率
引
き
上
げ

ＡＮＡからのお知らせ

詳詳ししくくはは、、 公公式式ホホーームムペペーージジににててごご確確認認くくだだささいい。

２２００２２４４年年 東東京京便便 夏夏ダダイイヤヤ決決定定！！

鳥鳥取取砂砂丘丘ココナナンン空空港港  日日５５往往復復継継続続

期期間間：： 年年 月月 日日～～ 年年 月月 日日

東東京京発発のの初初便便がが
７７時時台台のの出出発発にに
ななりり、、ごご利利用用頂頂きき
ややすすくくななりりままししたた。。

355日前から予約可能!！
おトクな割引運賃

くわしくは
WEBサイトへ▼

ANA からのお知らせ

便名 出発 到着
292  7 時 05 分  8 時 15 分
294  8 時 55 分 10 時 10 分
296 11 時 15 分 12 時 35 分
298 15 時 20 分 16 時 45 分
300 18 時 40 分 20 時 00 分

■鳥取⇒東京
期間：2025年3月30日〜2025年10月25日

2025年　東京便　夏ダイヤ決定！

鳥取砂丘コナン空港　1日５往復継続

便名 出発 到着
291  7 時 00 分  8 時 15 分
293  9 時 20 分 10 時 35 分
295 13 時 25 分 14 時 40 分
297 16 時 40 分 18 時 00 分
299 19 時 20 分 20 時 35 分

■東京⇒鳥取
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 人
間
関
係
の
問
題
は
メンタル

とコミュニケ
ー
シ
ョンに

起
因
す
る
、と言

って
も
過
言
で
は
あ
りま
せ
ん
。  

 ま
た
、適

切
な
情
報
が
ビジ

ネ
ス
の
成
否
を左

右
す
る
この

時
代
、 「話

す
こと」「き

くこと」「伝
え
る
こと」は

ビジ
ネ
ス
に
お
い
て

も
大
き
な
役
割
を
担
って
い
ま
す
。それ

な
の
に
私
た
ち
は
、学

校
教
育
で
も
きち

ん
と教

え
て
も
らうことも

な
い
まま

、自
己
流
で

身
に
つ
け
て
き
ま
した

。き
くことや

話
す
こと、伝

え
る
方
法
を専

門
的
に
学
ん
だ
人
は
少
な
い
の
で
は
な
い
で
しょうか

。 
 目

標
を
達
成
し、成

果
を
最
大
化
させ

る
た
め
に
は
、相

手
と良

質
な
人
間
関
係
を構

築
す
る
ことが

求
め
られ

ま
す
。また

、
それ

と同
時
に
、相

手
を
動
か
す
た
め
に
は
、彼

らが
求
め
て
い
る
も
の
を正

確
に
把
握
す
る
ことも

重
要
で
す
。「聴

くこと」（
傾

聴
力
）
で
多
くの
情
報
を
引
き
だ
し、人

間
関
係
を
好
転
させ

、「訊
くこと」（

質
問
力
）
で
相
手
に
考
え
させ

、気
づ
きを

促
し、行

動
に
つ
な
げ
ることが

で
き
る
の
で
す
。きき

か
た
、話

し方
そして

相
手
に
伝
え
る
方
法
を変

え
れ
ば
、人

生
も
変
わ
りま
す
。

人
との
会
話
の
パ
ター

ンや
癖
は
、意

識
的
に
訓
練
を
して

い
な
い
限
り、上

手
に
な
る
ことは

あ
りませ

ん
。この

機
会
に
実
践
、

習
得
して

組
織
を
活
性
化
させ

、目
標
の
最
大
化
を
目
指
しま
しょう。  

※
本
申
込
書
に
ご
記
入
い
た
だ
い
た
個
人
情
報
に
つ
き
ま
し
て
は
、
講
座
開
催
に
係
る
受
講
者
の
確
認
、
受
講
者
名
簿
の
作
成
、
出
欠
確
認
、

  
   受

講
料
の
入
金
確
認
及
び

 講
座
運
営
に
関
す
る
連
絡
の
目
的
の
み
に
使
用
い
た
し
ま
す
。

 
T
T
H

P
 

■
鳥
取
商
工
会
議
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

 
 

 
 

 
 https://tottori-cci.or.jp  

 
 

 
 

 
＜
お
問
い
合
わ
せ
＞

 
IPTEL：

050-3528-0853
(直
通

) 
FAX：

 0857-22-6939 

説
得
力
・
共
感
力
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
・
会
社
の
力
は
す
べ
て
こ
こ
か
ら
！

  
プ
ロ
グ
ラ
ム

説
得
力

U
P
、
共
感
力

U
P
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力

U
P
！

  

11  
「話

し上
手
は
き
き
上
手
」  

～
聴
く力

と訊
く力

～
 

・き
き
方
の
基
本

  
・心

か
らき
く姿

勢
６
つ
の
ポ
イント 

・聴
く力

を
磨
く８

つ
の
基
本
テ
クニック 

・傾
聴
技
法
と質

問
技
法

 

2 
「話

しか
た
」の
基
本

 
・わ
か
りや
す
い
話
し方

  
・ことば

の
選
び
方

  
・話

し方
５
つ
の
ポ
イント 

・人
前
で
話
す
コツ と緊

張
の
対
処
法

 

3 
「伝

え
る
」技

術
  

・伝
え
る
時
の
工
夫

 
・ア
サ
ー
シ
ョンス

キ
ル
を身

に
つ
け
る

  
・ア
サ
ー
シ
ョン実

践
の
ポ
イント 

参
加
者
の
声

 
・
考
え
方
や
具
体
的
な
方
法
な
ど
を
教
え
て
い
た
だ
き
、
実
際
に
や
っ
て
み
る
こ
と
で
、
「
全
然
で
き
て
い
な

 
 
か
っ
た
」
と
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
忘
れ
ず
に
実
践
し
て
身
に
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
が
ん
ば
り
ま
す
。

 
・
「
注
目
さ
れ
て
い
る
」
と
感
じ
た
瞬
間
か
ら
声
が
震
え
た
り
、
パ
ニ
ッ
ク
状
態
に
な
る
こ
と
が
多
く
、
コ
ン
プ

 
 
レ
ッ
ク
ス
で
し
た
が
、
あ
り
の
ま
ま
の
自
分
を
受
け
入
れ
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

 
・
こ
れ
か
ら
は
人
の
話
を
聴
く
姿
勢
も
見
直
し
な
が
ら
、
一
つ
一
つ
意
識
し
て
実
践
す
る
よ
う
に
し
て
い
き
ま
す
。

 
・
相
手
に
関
心
を
も
ち
、
仕
事
で
は
も
ち
ろ
ん
、
人
と
し
て
も
成
長
で
き
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

 
・
受
講
し
た
か
ら
す
ぐ
で
き
る
も
の
で
な
く
毎
日
自
分
が
気
を
付
け
る
こ
と
が
大
切
！
忘
れ
ず
が
ん
ば
り
ま
す
！

 
・
大
事
な
こ
と
は
、
恥
ず
か
し
が
ら
ず
相
手
目
線
で
聴
く
こ
と
、
話
す
こ
と
、
今
日
か
ら
が
ん
ば
っ
て
み
ま
す
。

 

主
催

 
鳥
取
商
工
会
議
所
・
鳥
取
法
人
会
・
経
営
者
協
会

 

日
 
時

 
2025年

 ５
月１

６
日
（
金
） 10:00~

17:00 
会

 
場

 
鳥
取
商
工
会
議
所

 
５
階

 
大
会
議
室

 
参

 加
 費

 
会
員
：

14,300
円

 
 
一
般
：

18,700
円
（
教
材
費
・
消
費
税
込
）

 

定
 
員

 
50

名
 

対
 
象

 
新
入
社
員
・
若
手
社
員
・
中
堅
社
員

 

※※
鳥鳥
取取
市市
中中
小小
企企
業業
人人
材材
育育
成成
補補
助助
金金
がが
活活
用用
でで
きき
まま
すす
！！

  
                               （  https://w

w
w

.city.tottori.lg.jp/w
w

w
/contents/1713831610815/index.htm

l 
） 

 
・
申
請
か
ら
認
定
ま
で
に
２
週
間
程
度
必
要
で
す
の
で
早
め
に
お
申
込
み
下
さ
い

 
 
・
認
定
前
に
受
講
料
を
支
払
っ
た
場
合
、
補
助
対
象
経
費
に
な
り
ま
せ
ん
の
で
ご
留
意
く
だ
さ
い

 

鳥
取
商
工
会
議
所

 
経
営
支
援
二
課

 
行

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
FAX:0857-22-6939 

話
し
方
・
き
き
方
・
伝
え
方
講
座

 
 参
加
申
込
用
紙

 
 

 
 

 
フ
リ
ガ
ナ

 

T
E
L
 

事
業
所
名

 

フ
リ
ガ
ナ

 

F
A

X
 

役
職

 
/
申
込
者
名

 

所
在
地

 
〒

 

E
-
m

ail 
＠

 

フ
リ
ガ
ナ

 

役
職

 
/
参
加
者
名

 
 

 
 

フ
リ
ガ
ナ

 

役
職

 
/
参
加
者
名

 
 

 
 

商
工
会
議
所
会
員

  
・
 
鳥
取
法
人
会
会
員

 
 経
営
者
協
会
会
員

 
 ・

 
一
般

 
 

 
 

 
 

 
(該
当
す
る
箇
所
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い

) 

受
講
修
了
証

 
 
要

( 
 

 
  

 
)  
不
要

( 
  

 
 

 
) 

受
講
料
合
計

( 
 

 
 

  
 

 
 

 
)円
振
込
予
定
日

 
 

 
月

 
 

 
日

 

<<おお
申申
込込
方方
法法

>>          ※※
  講講
座座
日日
のの

33営営
業業
日日
前前
よよ
りり
、、

110000％％
キキ
ャャ
ンン
セセ
ルル
料料
がが
発発
生生
しし
まま
すす
。。

  
●
右
記
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
後

F
A

X
に
て
お
申
込
く
だ
さ
い
。

 

（
受
付
後
担
当
者
様
宛
に
「
請
求
書
兼
申
込
受
信
の
お
知
ら
せ
」
(イ
ン
ボ
イ
ス
対
応

)を
F
A

X
で
返
送
い
た
し
ま
す
。
）
 

●
お
申
込
後
、
受
講
料
を
原
則
と
し
て
講
座
開
催
の
３
日
前
ま
で
に
請
求
書
記
載
銀
行
口
座
ま
で
お
振
込
み
願
い
ま
す
。

  

（
恐
れ
入
り
ま
す
が
振
込
手
数
料
は
ご
負
担
願
い
ま
す
。
受
講
料
の
返
金
は
い
た
し
か
ね
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
）
 

●
振
込
先
：
鳥
取
銀
行

 
本
店

 
普
通
預
金

 
N

O
. 0325411 

鳥
取
中
小
企
業
相
談
所

 
所
長

 井
戸
垣

 泰
志

 

＊
講
座
開
催
の
１
～
２
週
間
前
頃
に
受
講
券
・
会
場
地
図
等
を
申
込
者
様
宛
に

F
A

X
い
た
し
ま
す
。

 
＊
駐
車
場
は
「
商
工
会
議
所
駐
車
場
」
を
ご
利
用
下
さ
い
（
満
車
の
場
合
は
市
営
片
原
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
）
  

＊
最
少
催
行
人
数
は
５
名
と
な
り
ま
す
。

  
＊
社
会
ニ
ー
ズ
の
変
更
に
よ
り
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
を
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

 
＊
反
社
会
的
団
体
及
び
そ
の
構
成
員
と
認
め
ら
れ
る
場
合
や
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
の
方
は
参
加
を
お
断
り
し
ま
す
。

 
 
ま
た
講
師
業
、
士
業
の
方
な
ど
講
師
と
同
業
の
方
の
参
加
を
お
断
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
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動 向
　

令
和
６
年
度
は
、
日
本
商
工
会
議

所
な
ら
び
に
、
各
地
商
工
会
議
所
が

施
行
す
る
珠
算
能
力
検
定
施
行
80

周
年
、
簿
記
検
定
施
行
70
周
年
、

リ
テ
ー
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
（
販
売

士
）
検
定
施
行
50
周
年
、
キ
ー
タ
ッ

チ
２
０
０
０
テ
ス
ト
施
行
30
周
年
、

日
商
ビ
ジ
ネ
ス
英
語
検
定
施
行
20
周

年
、
日
商
Ｐ
Ｃ
検
定
施
行
18
周
年
が

重
な
る
特
別
な
年
で
し
た
。
こ
れ
を

記
念
し
て
、
検
定
事
業
に
ご
理
解
と

ご
協
力
を
頂
く
と
と
も
に
、
試
験
の

普
及
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
て
い
る

方
々
の
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
所
で
は
２
月
18
日
（
火
）、
鳥

取
市
本
町
３
丁
目
の
鳥
取
商
工
会
議

所
で
表
彰
式
を
開
催
。
２
０
０
７
年

の
検
定
試
験
会
場
登
録
以
来
、
ネ
ッ

ト
試
験
会
場
と
し
て
多
く
の
地
域
の

方
々
に
受
験
機
会
を
提
供
し
て
き
た

㈱
ナ
レ
ッ
ジ
サ
ポ
ー
ト
様
、
30
年
以

上
に
わ
た
り
珠
算
検
定
の
普
及
に
努

め
ら
れ
た
育
栄
珠
算
教
室
の
今
嶋
栄

子
先
生
、
い
な
ば
学
園
の
岡
本
す
み

江
先
生
に
、
鳥
取
商
工
会
議
所
の
中

山
孝
一
専
務
理
事
よ
り
表
彰
状
が
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

㈱
ナ
レ
ッ
ジ
サ
ポ
ー
ト
代
表
取
締

役
・
安
田
道
人
氏
は
「
簿
記
試
験
の

Ｃ
Ｂ
Ｔ
化
で
受
験
者
も
増
え
て
き
て

い
る
。
今
後
も
取
り
組
み
を
強
め
て

い
き
た
い
」
と
話
し
、
今
嶋
先
生
と

岡
本
先
生
は
「
そ
ろ
ば
ん
の
良
さ
を

広
め
て
い
き
た
い
と
い
う
気
持
ち
で

続
け
て
き
た
。
そ
ろ
ば
ん
は
計
算
力

だ
け
で
な
く
、
集
中
力
を
養
う
方
法

と
し
て
も
役
立
つ
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
鳥
取
商
工
会
議
所
で
は
検

定
事
業
の
普
及
・
推
進
に
努
め
て
参

り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
商
工
会
議
所
の
検

定
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

報
告
＝
経
済
振
興
課
主
事
　
森
　
愛

右から中山専務、岡本先生、
今嶋先生、安田代表

検
定
試
験
普
及
の

検
定
試
験
普
及
の

功
労
者
ら
に
表
彰

功
労
者
ら
に
表
彰

日 商 珠 算
（そろばん）
＜ＰＢＴ・紙試験＞

１級 2,800円
２級 2,000円
３級 1,800円
４～６級 1,200円

第234回
6/22(日)施行

申込期間
５/２（金）～５/16（金）

第 235回
10/26(日)施行

申込期間
９/８（月）～９/19（金）

申込期間
12/15（月）～ 12/26（金）

第 236回
2026年 ２/８(日)施行

申込方法：個人・団体とも所定の申込書に必要事項を記入し、受験料を添えて直接検定窓口へ
　　　　　申し込みください。

随時施行試験 ※試験日は各ネット試験会場が決定します。

＜日商簿記＞
２級 5,500 円
３級 3,300 円
初級 2,200 円
原価計算初級 2,200 円

２級 7,700 円
３級 4,400 円

＜電子会計実務＞

＜日商ＰＣ＞
文書作成・データ活用・プレゼン資料作成

２級 （１分野ごと） 7,700 円
３級 （１分野ごと） 5,500 円
Basic （１分野ごと） 4,400 円

プレゼン資料作成にはBasicは設けておりません。

＜リテールマーケティング（販売士）検定＞
１級 8,800 円
２級 6,600 円
３級 4,400 円

＜日商プログラミング＞
EXPERT 6,600 円
STNDARD 5,500 円
BASIC 4,400 円
ENTRY 3,300 円

＜キータッチ2000テスト＞
2,200円

＜ビジネスキーボード＞
3,300円

お問い合わせ 鳥取商工会議所地域振興課 検定担当 0857-32-8004

EXPERT、STANDARTはＣ言語、JAVA、
VBA、Pythonの4つの言語に分かれます。
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315
〈令和７年度鳥取YEGスローガン〉
 至 誠 通 天 　 ～  絆 を 深 め 共 に 歩 を 進 め よ う  ～

〈令和７年度日本YEGスローガン〉
 YEG Common ～ 心通い合う繋がりを結び、新たな未来的経済価値を創出する ～

会
長
あ
い
さ
つ

　
春
の
訪
れ
と
と
も
に
、
新
た
な
年
度
を
迎

え
ま
し
た
。
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

ま
す
ま
す
の
ご
清
栄
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　
鳥
取
商
工
会
議
所
青
年
部
、
令
和
７
年
度

会
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
民
野
泰
稔
と
申

し
ま
す
。
歴
史
あ
る
本
会
の
会
長
を
務
め
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
誇
り
に
思
う
と
と
も

に
、
諸
先
輩
方
が
築
か
れ
た
功
績
と
伝
統
に

深
い
敬
意
を
表
し
ま
す
。
そ
の
志
を
受
け
継

ぎ
、
更
な
る
発
展
を
目
指
し
て
全
力
を
尽
く

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
当
会
は
一
昨
年
45
周
年
を
迎
え
、
今
後
５

年
間
の
ビ
ジ
ョ
ン「
Ｃ
Ｉ
Ｖ
Ｉ
Ｃ 

Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｄ

Ｅ- 

シ
ビ
ッ
ク
・
プ
ラ
イ
ド -

」を
策
定
し
、

３
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。「
鳥
取
愛
と
誇
り

を
胸
に
、
日
本
唯
一
の
賑
わ
い
を
つ
く
る
」

と
い
う
理
念
の
も
と
、
現
在
会
員
数
１
９
４

名
を
擁
し
、
全
国
屈
指
の
青
年
経
済
団
体
へ

と
成
長
を
遂
げ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
外
部
か
ら
の
評
価
と
内
部
の
実

感
に
は
隔
た
り
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
感

じ
て
お
り
ま
す
。
よ
り
強
固
な
組
織
へ
と
進

化
す
る
た
め
に
は
、
改
め
て
組
織
力
の
向
上

が
不
可
欠
で
す
。
現
状
維
持
は
衰
退
へ
の
一

歩
で
あ
り
、
我
々
が
歩
み
を
止
め
れ
ば
、
築

き
上
げ
て
き
た
も
の
さ
え
失
い
か
ね
ま
せ
ん
。 

だ
か
ら
、
今
こ
そ
組
織
の
結
束
を
強
め
、
さ

ら
な
る
成
長
を
目
指
し
て
進
ん
で
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
今
年
度
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を「
至

誠
通
天
」〜
絆
を
深
め
共
に
歩
を
進
め
よ
う

〜
と
い
た
し
ま
し
た
。「
至
誠
通
天
」と
は
、

誠
意
を
も
っ
て
行
動
し
努
力
を
続
け
れ
ば
、

そ
の
思
い
は
必
ず
天
に
通
じ
る
と
い
う
意
味

を
持
ち
ま
す
。
我
々
が
誠
実
な
心
を
持
っ
て

内
部
・
外
部
へ
活
動
を
展
開
す
れ
ば
、
よ
り

強
い
組
織
へ
と
成
長
で
き
る
と
信
じ
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
３
年
後
に
は
創
立
50
周
年
、
５
年

後
に
は
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
鳥
取
大
会
と
、

大
き
な
節
目
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
ら
の
成
功

に
向
け
て
、
今
こ
そ
組
織
力
を
高
め
、
一
致

団
結
し
て
歩
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら

れ
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
今
年
度
は
地
域
と
の
連
携
を
よ

り
強
化
し
、「
産
・
官
・
学
・
民
」の
協
力
体

制
を
一
層
深
め
て
ま
い
り
ま
す
。
具
体
的
に

は
、
地
元
企
業
や
行
政
、
教
育
機
関
、
市
民

と
連
携
し
た
地
域
活
性
化
事
業
を
推
進
し
、

鳥
取
市
の
商
工
業
の
発
展
に
貢
献
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
同
じ
志
を
持
っ
た
仲
間
を
一
人
で
も
増
や

し
、
鳥
取
市
民
が
故
郷
を
誇
り
に
思
え
る
環

境
を
築
く
こ
と
が
、
私
た
ち
の
使
命
で
す
。

１
年
間
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

令
和
７
年
度

　
令
和
７
年
３
月
８
日（
土
）ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
鳥
取
鶴
の
間
に

て
、今
年
度
最
後
の
例
会
と
な
る
３
月
送
り
出
し
例
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
年
度
の
卒
会
生
14
名
に
出
席
い
た
だ
き
、
１
０
４
名
の
現
役
会
員
で
盛

大
に
卒
会
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。

　
卒
会
生
に
よ
る
魂
の
こ
も
っ
た
正
に
見
本
の
よ
う
な
綱
領
・
指
針
、
ス

ロ
ー
ガ
ン
唱
和
を
皮
切
り
に
、
通
常
例
会
が
開
会
し
ま
し
た
。
今
年
度
最

後
と
な
る
高
藤
会
長
の
挨
拶
で
は
、
今
年
度
１
年
間
が
終
わ
る
こ
と
を
実

感
し
少
し
物
寂
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
の
送
り
出
し
例
会
で
は
某
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
あ

の
曲
で
卒
会
生
に
楽
し
く
？
入
場
し
て
い
た
だ
き
、
卒
業
式
パ
ー
ト
の
後

は
送
り
出
し
例
会
の
メ
イ
ン
パ
ー
ト
と
も
い
え
る「
贈
る
言
葉
」へ
。
現

役
会
員
か
ら
卒
会
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
今
年
度
は
手
紙
と
い
う
形
で
用

意
し
て
い
た
だ
き
、
各
々
が
笑
い
あ
り
涙
あ
り
で
感
謝
の
言
葉
を
伝
え
て

い
ま
し
た
。
卒
会
生
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
は
、
私
た
ち
現
役
会
員
が
こ

れ
か
ら
ど
の
よ
う
に
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
と
し
て
活
動
し
て
い
く
べ
き
か
、
熱
い

気
持
ち
を
存
分
に
受
け
取
り
ま
し
た
。

　
私
た
ち
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
は
創
立
50
周
年
に
向
け
て
、
今
後
も
地
域
の
商
工

業
の
発
展
の
た
め
に
活
動
し
て
い
き
ま
す
。
卒
会
さ
れ
た
先
輩
達
の
気
持

ち
を
胸
に
、豊
か
で
住
み
よ
い
郷
土
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

総
務
委
員
会
　
委
員
長
　
永
美
　
祐
輔

発行：令和 7年 4月１5日
鳥取商工会議所青年部

広報委員会
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民野   泰稔会長

鳥取商工会議所青年部

株式会社 三協商会

３
月
送
り
出
し
例
会

３
月
送
り
出
し
例
会

集合写真

賞状の授与

2025年度 鳥取商工会議所青年部組織表
専務理事
村田 浩一

副会長
西川 朋宏

副会長
大森 　誠

副会長
山根 　真

副会長
森原 　真

副会長
池上 裕樹

副会長
池内 哲也

総 務 委 員 会

対外交流委員会

広 報 委 員 会

会員交流委員会

政策提言委員会

ビジネス委員会

副会長
安田 道人 まち興し委員会

副会長
下園 裕樹 鳥取お城委員会

会員増強委員会

◎英　智哉、○西面崇裕、○中澤ひとみ
　淺井研人、石原康司、尾前康寛、小泉卓也、小坂美波、小林隆一
　嶋田耕治、田中剛史、田中直也、谷本直也、民野泰稔、豊岡亮平
　平尾都幸、藤原昌彦、平家由紀、松島新太郎、森本　圭、山本義雄
　山本龍太
◎三橋章弘、○西尾篤人、○西垣裕司
　雨河雅裕、居組千紘、石原優貴、岩本慎司、太田哲平、大深仁惠
　奥平智一、岸本雄司、幸田伸一、杉浦健斗、田中秀幸、谷口元輝
　松下幸広、山岡弘明、山田秀樹、山本明英、

◎西根健太、○小林幸太郎、○林　大和
　池内千絵、礒江和也、太田　亮、奥　祥享、岸本　龍、木下　優
　杉内皇暉、仙道達也、田中公照、戸羽遥久、中江優二、西尾　仁
　西島瑞人、古都直記、松田優真、宮本敏行、山田恭裕
◎山下弥生、○大塚裕之、○田中健一
　綾木康平、新井宏圭、安澤健太、宇佐美孝太、大石敦司、大塚英子
　長田　誠、木村駿介、澤　隼人、竹中一浩、鳥越力斗、中村　喬
　濱本圭佑、前田清太郎、森田晃正、山﨑展弘、山下智子、山下雅裕
　義仲眞純
◎盛田翔平、○尾脇史行、○西尾利樹
　磯部紗希、大麻智尋、岡田　悠、河﨑　勧、木村美紀、笹尾　亘
　曽我北斗、田村康悦、谷口勇也、信岡宜曉、野村祥平、林慎太郎
　藤原正弥、松山哲平、美作空高、村上春希
◎大塩晋也、○遠藤一博、○大谷祐輝
　池本昌聡、岩佐翔朗、上田良太、奥村知美、坂野経三郎、高垣周平
　高田晋士、高藤軌晋、竹下　健、□田中　治、谷本銀河、中村康宏
　藤原直人、本城　誠、三上正幸、森田祐加、山本祐之、吉谷勇一郎
　吉田雅之
◎荒川恵介、○石井裕也、○森本嗣基
　網尾和亮、植垣孝史、上田和宜、奥本祐子、金子竜也、家納東詩
　木下　裕、小林真帆、湖山　諒、清水　毅、田中　旬、田中嘉典
　冨田光政、□中﨑雄一、野田幸洋、松島浩二、水口　達、山中慎也
　山根隆嗣
◎亀谷勇斗、○田中雅士、○中原道広
　朝井純奈、上田真由美、大野寿幸、岡田亨貴、岡村　翔、國森清華
　柴原洋司、高垣　弘、髙木健治郎、谷口里江、中石勇大、中澤賢介
　永美祐輔、西垣和也、水田慎吾、峰臣一郎、安本剛敬
◎森本　剛、○田中将樹、○山根光彦
　池内　健、岡村友輝、河田圭太、河野敏和、塩河桂太、田淵裕章
　中尾文則、□西川征和、早島岳大、原田直樹、福田弘幸、松田友佑
　松長武俊、美作沙知、森山宏志、湯川　渉

◎＝委員長理事、
○副委員長理事、□＝監事
（敬称略、理事以下は五十音順）

会　長
民野 泰稔

直前会長
高藤 軌晋

出向理事
（中国ブロック）
山根 　真

出向理事
（中国ブロック）
冨田 光政

　    　山根 隆嗣 君
　   （やまね りゅうじ）
事 業 所 名  ㈱Rejoice
所属委員会  まち興し委員会

　    　吉田 雅之 君
　  （よしだ まさゆき）
事 業 所 名  ㈲フラワーショップヨシダ
所属委員会  ビジネス委員会

　    　豊岡 亮平 君
　  （とよおか りょうへい）
事 業 所 名  ㈱日本海テレビサービス
所属委員会  総務委員会

　    　植垣 孝史 君
　   （うえがき こうじ）
事 業 所 名  鳥取グレーン㈱
所属委員会  まち興し委員会

    　     岡田 亨貴 君
　    （おかだ こうき）
事 業 所 名  ㈱コダマサイエンス
所属委員会  鳥取お城委員会

　    　田中　旬 君
　   （たなか ただし）
事 業 所 名  ㈱デザインバンク
所属委員会  まち興し委員会

　    　 山﨑 展弘 君
　    （やまさき のぶひろ）
事 業 所 名  岡田電工㈱
所属委員会  会員交流委員会

　   　前田 清太郎 君
　   （まえた せいたろう）
事 業 所 名  VEHICLE
所属委員会  会員交流委員会

　    　小坂 美波 君
　     （こさか みなみ）
事 業 所 名  ㈱Icana
所属委員会  総務委員会

　  　  髙垣 周平 君
　 （たかがき しゅうへい）
事 業 所 名  ㈱SiSS
所属委員会  ビジネス委員会

　  　  竹下　健 君
　     （たけした けん）
事 業 所 名  ジブラルタ生命保険㈱
所属委員会  ビジネス委員会

　    　松田 優真 君
　   （まつだ ゆうま）
事 業 所 名  ㈱エムアンドエムドットコー
所属委員会  対外交流委員会

　    　谷口 元輝 君
　 （たにぐち げんき）
事 業 所 名  鳥取信用金庫
所属委員会  広報委員会

　    　戸羽 遥久 君
　     （とば はるく）
事 業 所 名  日本海テレビジョン放送㈱
所属委員会  対外交流委員会

　    　笹尾 亘 君
　    （ささお わたる）
事 業 所 名  ㈱山陰合同銀行
所属委員会  政策提言委員会

新
入
会
員

（
11
名
）

交
代
会
員

（
４
名
）
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〈令和７年度鳥取YEGスローガン〉
 至 誠 通 天 　 ～  絆 を 深 め 共 に 歩 を 進 め よ う  ～

〈令和７年度日本YEGスローガン〉
 YEG Common ～ 心通い合う繋がりを結び、新たな未来的経済価値を創出する ～

会
長
あ
い
さ
つ

　
春
の
訪
れ
と
と
も
に
、
新
た
な
年
度
を
迎

え
ま
し
た
。
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

ま
す
ま
す
の
ご
清
栄
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　
鳥
取
商
工
会
議
所
青
年
部
、
令
和
７
年
度

会
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
民
野
泰
稔
と
申

し
ま
す
。
歴
史
あ
る
本
会
の
会
長
を
務
め
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
誇
り
に
思
う
と
と
も

に
、
諸
先
輩
方
が
築
か
れ
た
功
績
と
伝
統
に

深
い
敬
意
を
表
し
ま
す
。
そ
の
志
を
受
け
継

ぎ
、
更
な
る
発
展
を
目
指
し
て
全
力
を
尽
く

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
当
会
は
一
昨
年
45
周
年
を
迎
え
、
今
後
５

年
間
の
ビ
ジ
ョ
ン「
Ｃ
Ｉ
Ｖ
Ｉ
Ｃ 

Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｄ

Ｅ- 

シ
ビ
ッ
ク
・
プ
ラ
イ
ド -

」を
策
定
し
、

３
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。「
鳥
取
愛
と
誇
り

を
胸
に
、
日
本
唯
一
の
賑
わ
い
を
つ
く
る
」

と
い
う
理
念
の
も
と
、
現
在
会
員
数
１
９
４

名
を
擁
し
、
全
国
屈
指
の
青
年
経
済
団
体
へ

と
成
長
を
遂
げ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
外
部
か
ら
の
評
価
と
内
部
の
実

感
に
は
隔
た
り
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
感

じ
て
お
り
ま
す
。
よ
り
強
固
な
組
織
へ
と
進

化
す
る
た
め
に
は
、
改
め
て
組
織
力
の
向
上

が
不
可
欠
で
す
。
現
状
維
持
は
衰
退
へ
の
一

歩
で
あ
り
、
我
々
が
歩
み
を
止
め
れ
ば
、
築

き
上
げ
て
き
た
も
の
さ
え
失
い
か
ね
ま
せ
ん
。 

だ
か
ら
、
今
こ
そ
組
織
の
結
束
を
強
め
、
さ

ら
な
る
成
長
を
目
指
し
て
進
ん
で
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
今
年
度
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を「
至

誠
通
天
」〜
絆
を
深
め
共
に
歩
を
進
め
よ
う

〜
と
い
た
し
ま
し
た
。「
至
誠
通
天
」と
は
、

誠
意
を
も
っ
て
行
動
し
努
力
を
続
け
れ
ば
、

そ
の
思
い
は
必
ず
天
に
通
じ
る
と
い
う
意
味

を
持
ち
ま
す
。
我
々
が
誠
実
な
心
を
持
っ
て

内
部
・
外
部
へ
活
動
を
展
開
す
れ
ば
、
よ
り

強
い
組
織
へ
と
成
長
で
き
る
と
信
じ
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
３
年
後
に
は
創
立
50
周
年
、
５
年

後
に
は
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
鳥
取
大
会
と
、

大
き
な
節
目
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
ら
の
成
功

に
向
け
て
、
今
こ
そ
組
織
力
を
高
め
、
一
致

団
結
し
て
歩
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら

れ
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
今
年
度
は
地
域
と
の
連
携
を
よ

り
強
化
し
、「
産
・
官
・
学
・
民
」の
協
力
体

制
を
一
層
深
め
て
ま
い
り
ま
す
。
具
体
的
に

は
、
地
元
企
業
や
行
政
、
教
育
機
関
、
市
民

と
連
携
し
た
地
域
活
性
化
事
業
を
推
進
し
、

鳥
取
市
の
商
工
業
の
発
展
に
貢
献
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
同
じ
志
を
持
っ
た
仲
間
を
一
人
で
も
増
や

し
、
鳥
取
市
民
が
故
郷
を
誇
り
に
思
え
る
環

境
を
築
く
こ
と
が
、
私
た
ち
の
使
命
で
す
。

１
年
間
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

令
和
７
年
度

　
令
和
７
年
３
月
８
日（
土
）ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
鳥
取
鶴
の
間
に

て
、今
年
度
最
後
の
例
会
と
な
る
３
月
送
り
出
し
例
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
年
度
の
卒
会
生
14
名
に
出
席
い
た
だ
き
、
１
０
４
名
の
現
役
会
員
で
盛

大
に
卒
会
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。

　
卒
会
生
に
よ
る
魂
の
こ
も
っ
た
正
に
見
本
の
よ
う
な
綱
領
・
指
針
、
ス

ロ
ー
ガ
ン
唱
和
を
皮
切
り
に
、
通
常
例
会
が
開
会
し
ま
し
た
。
今
年
度
最

後
と
な
る
高
藤
会
長
の
挨
拶
で
は
、
今
年
度
１
年
間
が
終
わ
る
こ
と
を
実

感
し
少
し
物
寂
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
の
送
り
出
し
例
会
で
は
某
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
あ

の
曲
で
卒
会
生
に
楽
し
く
？
入
場
し
て
い
た
だ
き
、
卒
業
式
パ
ー
ト
の
後

は
送
り
出
し
例
会
の
メ
イ
ン
パ
ー
ト
と
も
い
え
る「
贈
る
言
葉
」へ
。
現

役
会
員
か
ら
卒
会
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
今
年
度
は
手
紙
と
い
う
形
で
用

意
し
て
い
た
だ
き
、
各
々
が
笑
い
あ
り
涙
あ
り
で
感
謝
の
言
葉
を
伝
え
て

い
ま
し
た
。
卒
会
生
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
は
、
私
た
ち
現
役
会
員
が
こ

れ
か
ら
ど
の
よ
う
に
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
と
し
て
活
動
し
て
い
く
べ
き
か
、
熱
い

気
持
ち
を
存
分
に
受
け
取
り
ま
し
た
。

　
私
た
ち
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
は
創
立
50
周
年
に
向
け
て
、
今
後
も
地
域
の
商
工

業
の
発
展
の
た
め
に
活
動
し
て
い
き
ま
す
。
卒
会
さ
れ
た
先
輩
達
の
気
持

ち
を
胸
に
、豊
か
で
住
み
よ
い
郷
土
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

総
務
委
員
会
　
委
員
長
　
永
美
　
祐
輔

発行：令和 7年 4月１5日
鳥取商工会議所青年部
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民野   泰稔会長

鳥取商工会議所青年部

株式会社 三協商会

３
月
送
り
出
し
例
会

３
月
送
り
出
し
例
会

集合写真

賞状の授与

2025年度 鳥取商工会議所青年部組織表
専務理事
村田 浩一

副会長
西川 朋宏

副会長
大森 　誠

副会長
山根 　真

副会長
森原 　真

副会長
池上 裕樹

副会長
池内 哲也

総 務 委 員 会

対外交流委員会

広 報 委 員 会

会員交流委員会

政策提言委員会

ビジネス委員会

副会長
安田 道人 まち興し委員会

副会長
下園 裕樹 鳥取お城委員会

会員増強委員会

◎英　智哉、○西面崇裕、○中澤ひとみ
　淺井研人、石原康司、尾前康寛、小泉卓也、小坂美波、小林隆一
　嶋田耕治、田中剛史、田中直也、谷本直也、民野泰稔、豊岡亮平
　平尾都幸、藤原昌彦、平家由紀、松島新太郎、森本　圭、山本義雄
　山本龍太
◎三橋章弘、○西尾篤人、○西垣裕司
　雨河雅裕、居組千紘、石原優貴、岩本慎司、太田哲平、大深仁惠
　奥平智一、岸本雄司、幸田伸一、杉浦健斗、田中秀幸、谷口元輝
　松下幸広、山岡弘明、山田秀樹、山本明英、

◎西根健太、○小林幸太郎、○林　大和
　池内千絵、礒江和也、太田　亮、奥　祥享、岸本　龍、木下　優
　杉内皇暉、仙道達也、田中公照、戸羽遥久、中江優二、西尾　仁
　西島瑞人、古都直記、松田優真、宮本敏行、山田恭裕
◎山下弥生、○大塚裕之、○田中健一
　綾木康平、新井宏圭、安澤健太、宇佐美孝太、大石敦司、大塚英子
　長田　誠、木村駿介、澤　隼人、竹中一浩、鳥越力斗、中村　喬
　濱本圭佑、前田清太郎、森田晃正、山﨑展弘、山下智子、山下雅裕
　義仲眞純
◎盛田翔平、○尾脇史行、○西尾利樹
　磯部紗希、大麻智尋、岡田　悠、河﨑　勧、木村美紀、笹尾　亘
　曽我北斗、田村康悦、谷口勇也、信岡宜曉、野村祥平、林慎太郎
　藤原正弥、松山哲平、美作空高、村上春希
◎大塩晋也、○遠藤一博、○大谷祐輝
　池本昌聡、岩佐翔朗、上田良太、奥村知美、坂野経三郎、高垣周平
　高田晋士、高藤軌晋、竹下　健、□田中　治、谷本銀河、中村康宏
　藤原直人、本城　誠、三上正幸、森田祐加、山本祐之、吉谷勇一郎
　吉田雅之
◎荒川恵介、○石井裕也、○森本嗣基
　網尾和亮、植垣孝史、上田和宜、奥本祐子、金子竜也、家納東詩
　木下　裕、小林真帆、湖山　諒、清水　毅、田中　旬、田中嘉典
　冨田光政、□中﨑雄一、野田幸洋、松島浩二、水口　達、山中慎也
　山根隆嗣
◎亀谷勇斗、○田中雅士、○中原道広
　朝井純奈、上田真由美、大野寿幸、岡田亨貴、岡村　翔、國森清華
　柴原洋司、高垣　弘、髙木健治郎、谷口里江、中石勇大、中澤賢介
　永美祐輔、西垣和也、水田慎吾、峰臣一郎、安本剛敬
◎森本　剛、○田中将樹、○山根光彦
　池内　健、岡村友輝、河田圭太、河野敏和、塩河桂太、田淵裕章
　中尾文則、□西川征和、早島岳大、原田直樹、福田弘幸、松田友佑
　松長武俊、美作沙知、森山宏志、湯川　渉

◎＝委員長理事、
○副委員長理事、□＝監事
（敬称略、理事以下は五十音順）

会　長
民野 泰稔

直前会長
高藤 軌晋

出向理事
（中国ブロック）
山根 　真

出向理事
（中国ブロック）
冨田 光政

　    　山根 隆嗣 君
　   （やまね りゅうじ）
事 業 所 名  ㈱Rejoice
所属委員会  まち興し委員会

　    　吉田 雅之 君
　  （よしだ まさゆき）
事 業 所 名  ㈲フラワーショップヨシダ
所属委員会  ビジネス委員会

　    　豊岡 亮平 君
　  （とよおか りょうへい）
事 業 所 名  ㈱日本海テレビサービス
所属委員会  総務委員会

　    　植垣 孝史 君
　   （うえがき こうじ）
事 業 所 名  鳥取グレーン㈱
所属委員会  まち興し委員会

    　     岡田 亨貴 君
　    （おかだ こうき）
事 業 所 名  ㈱コダマサイエンス
所属委員会  鳥取お城委員会

　    　田中　旬 君
　   （たなか ただし）
事 業 所 名  ㈱デザインバンク
所属委員会  まち興し委員会

　    　 山﨑 展弘 君
　    （やまさき のぶひろ）
事 業 所 名  岡田電工㈱
所属委員会  会員交流委員会

　   　前田 清太郎 君
　   （まえた せいたろう）
事 業 所 名  VEHICLE
所属委員会  会員交流委員会

　    　小坂 美波 君
　     （こさか みなみ）
事 業 所 名  ㈱Icana
所属委員会  総務委員会

　  　  髙垣 周平 君
　 （たかがき しゅうへい）
事 業 所 名  ㈱SiSS
所属委員会  ビジネス委員会

　  　  竹下　健 君
　     （たけした けん）
事 業 所 名  ジブラルタ生命保険㈱
所属委員会  ビジネス委員会

　    　松田 優真 君
　   （まつだ ゆうま）
事 業 所 名  ㈱エムアンドエムドットコー
所属委員会  対外交流委員会

　    　谷口 元輝 君
　 （たにぐち げんき）
事 業 所 名  鳥取信用金庫
所属委員会  広報委員会

　    　戸羽 遥久 君
　     （とば はるく）
事 業 所 名  日本海テレビジョン放送㈱
所属委員会  対外交流委員会

　    　笹尾 亘 君
　    （ささお わたる）
事 業 所 名  ㈱山陰合同銀行
所属委員会  政策提言委員会

新
入
会
員

（
11
名
）

交
代
会
員

（
４
名
）
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設
で
開
催
し
た
。
市
内
企
業
と
子
育

て
世
代
を
中
心
と
し
た
女
性
求
職
者

と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
の
機
会
を
提
供
す

る
こ
と
で
、企
業
の
人
材
確
保
や
女

性
活
躍
に
向
け
た
就
職
を
支
援
す
る
。

柔
軟
な
働
き
方
が
で
き
る
建
設
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
業
や
運
送
業
、税
理
士

事
務
所
な
ど
10
社
が
参
加
し
た
。

　

来
場
に
は
事
前
予
約
不
要
で
入
退

場
自
由
と
し
、カ
フ
ェ
ス
ペ
ー
ス
や

ネ
イ
ル
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
る
な
ど
、

求
職
者
が
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
よ
う

に
工
夫
し
た
。
ま
た
、
事
前
申
し
込

み
制
の
託
児
サ
ー
ビ
ス
を
用
意
し
た

ほ
か
、子
ど
も
の
同
伴
を
可
能
と
し
、

子
育
て
世
代
に
配
慮
し
た
。
来
場
者

は
各
社
の
ブ
ー
ス
を
回
り
、熱
心
に

相
談
し
て
い
た
。
宇
野
会
長
は「
今

後
も
こ
の
事
業
を
継
続
し
て
い
き
た

い
」と
述
べ
た
。

20

　

鯖
江
商
工
会
議
所
女

性
会（
田
中
あ
け
み
会

長
）は
１
月
９
日
、「
鯖

江
市
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
に
じ
い
ろ
」に
、

く
ぐ
っ
て
遊
べ
る
メ
ッ

シ
ュ
ト
ン
ネ
ル
と
紙
芝

居
一
式
を
寄
贈
し
た
。

同
女
性
会
は
２
０
０
６

年
か
ら
毎
年
、
子
ど
も

た
ち
が
情
操
豊
か
に
育

つ
こ
と
を
願
っ
て
、
実

際
に
触
れ
ら
れ
る
遊
具

な
ど
を
市
に
贈
呈
し
て

お
り
、今
回
で
19
回
目
。

遊
具
な
ど
は
市
内
の
幼

稚
園
、
保
育
園
に
も
貸

し
出
さ
れ
、
大
変
喜
ば

れ
て
い
る
。
今
回
の
購

入
費
用
に
は
、
昨
年
９

月
の「
さ
ば
え
門
前
ま

つ
り
」
で
ド
リ
ン
ク
な

ど
を
販
売
し
た
収
益
金

の
一
部
を
充
て
た
。

　

鳥
取
商
工
会
議
所
女
性
会
（
德
田

和
子
会
長
）
は
、
３
月
19
日
、
鳥
取

市
福
部
町
の
鳥
取
砂
丘
砂
の
美
術
館

へ
車
椅
子
を
寄
贈
し
た
。
車
椅
子
は

11
月
13
日
に
鳥
取
市
本
町
３
丁
目
の

鳥
取
商
工
会
議
所
ビ
ル
で
実
施
し
た

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
の
収
益
か
ら

購
入
し
た
も
の
で
、
德
田
会
長
か
ら

美
術
館
の
下
澤
武
志
館
長
に
目
録
が

手
渡
さ
れ
た
。

　

下
澤
館
長
は
、「
こ
れ
ま
で
も
美

術
館
に
は
車
い
す
を
利
用
し
た
い
と

の
要
望
が
あ
っ
た
。
存
分
に
活
用
し

て
い
き
た
い
」
と
話
し
た
。

April 2025 女性会だより

全国各地で特徴ある活動をしている女性会をご紹介

4 Tottori Chamber of Commerce and Industry Business Woman’s Club

女性会メンバーと市議会議員で写真
撮影

　

同
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
贈
呈
式

に
は
、正
副
会
長
４
人
が
出
席
し
た
。

田
中
会
長
が「
子
ど
も
た
ち
が
遊
び

を
通
し
て
心
豊
か
に
育
っ
て
ほ
し
い
」

と
述
べ
て
佐
々
木
勝
久
市
長
に
目
録

を
手
渡
す
と
、市
長
か
ら
は
感
謝
の

言
葉
が
寄
せ
ら
れ
た
。
メ
ッ
シ
ュ
ト

ン
ネ
ル
と
紙
芝
居
が
お
披
露
目
さ
れ

る
と
、子
ど
も
た
ち
は
楽
し
そ
う
に

遊
ん
だ
。

　

さ
い
た
ま
商
工
会
議
所
女
性
会

（
宇
野
三
花
会
長
）と
さ
い
た
ま
市
女

性
活
躍
推
進
議
員
連
盟
は
１
月
15
日
、

「
第
２
回
女
性
の
た
め
の
就
職
説
明
・

相
談
会
」を
市
内
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施

寄贈式の様子

さ
い
た
ま
女
性
会

さ
い
た
ま
女
性
会

女
性
の
た
め
の
就
職
説
明
・
相
談

女
性
の
た
め
の
就
職
説
明
・
相
談

会
」
開
催

会
」
開
催  

市
内
企
業
と
求
職
者

市
内
企
業
と
求
職
者

を
マ
ッ
チ
ン
グ

を
マ
ッ
チ
ン
グ

鯖
江
女
性
会

鯖
江
女
性
会

子
ど
も
た
ち
が
楽
し
め
る

子
ど
も
た
ち
が
楽
し
め
る

メ
ッ
シ
ュ
ト
ン
ネ
ル
と

メ
ッ
シ
ュ
ト
ン
ネ
ル
と

紙
芝
居
を
市
に
寄
贈

紙
芝
居
を
市
に
寄
贈

砂
の
美
術
館
に

砂
の
美
術
館
に

　
　
　

　
　
　

  

車
い
す
を
寄
贈

車
い
す
を
寄
贈

観
光
客
ら
の
活
用
に
期
待

観
光
客
ら
の
活
用
に
期
待

メッシュトンネルに興味津々な子どもたち
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市市民民交交流流ホホーールルススペペシシャャルル企企画画 

《イベントレポート》 

“紙好きによる紙好きのための”ワークショップと紙もの

雑貨のマルシェ。毎年、好評を得ている同イベントを今年は

11 名の作家のみなさんとともに開催しました。 
昨今、特にビジネスシーンではデジタル化・ペーパーレス

化が進んできてはいますが、紙もの雑貨の人気は依然として

高く、本イベントも毎回小さなお子様連れのご家族から年配

ご夫婦、女性の友人グループ、男性のお一人でのお客様な

ど、まさに老若男女問わず幅広い層のお客様がご来場くださ

り、根強い紙もの人気を実感します。ひと口に「紙」と言っ

ても、和紙やカラーペーパーだけでなく、まるで革のように

見える紙など紙質も様々で、実際に触ってその質感を楽しみ

ながらワークショップでノートや小物を作ったり、出展作家

がデザインしたオリジナルのデザインペーパーやポストカー

ド、シールなどを購入したりと思い思いに紙の魅力を楽しん

でもらえたようでした。  
また、ワークショップやお買い物だけでなく、「重ね押しス

タンプ」や「メッセージボード」、購入品やワークショップで

作ったものを可愛く撮影できる「フォトブース」なども来場

記念として楽しんでくださる方がたくさんおられました。 
さらに 4 日間の会期中、2 回、3 回と繰り返し来場される方

や、「今年も来ましたー！」と言って毎年来てくださる方など

リピーターの方もいらっしゃいましたが、出展作家の方々が 

令和７年２月８日（土）～１１日（火・祝） 主催：有限会社田村紙工・鳥取商工会議所
ととっっととりり紙紙ママルルシシェェ

毎度、工夫を凝らした作品を用意されていることもあり、飽

きることなく各ブースを楽しんでくださり、お帰りの際には

皆さん満足感あふれる笑顔でいっぱいでした。 
会期の初めには警報級の大雪が降り、一時は開催も危ぶま

れましたが、悪天候にも関わらず毎日開場時刻には待ってく

ださるお客様もあり、外の寒さとは裏腹に会場内はあちらこ

ちらから聞こえる紙好きな方たちの紙談義や笑い声、熱気で

終始温かな空気に包まれていました。 

パパレレッットトととっっととりり市市民民交交流流ホホーールル（鳥取市弥生町３２３－１） https://palettehall.jp
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◆
新
年
度
。
入
学
式
や
入
社

式
、
街
に
は
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
気

配
が
漂
っ
て
い
ま
す
。
新
し
い

環
境
は
期
待
と
不
安
が
入
り
混

じ
る
も
の
で
す
が
、
少
し
ず
つ

自
分
の
ペ
ー
ス
を
見
つ
け
て
い

け
た
ら
い
い
で
す
ね
！
◆
ま
た

春
に
な
る
と
、
新
し
い
こ
と
を

始
め
る
人
も
多
い
で
し
ょ
う
。

筆
者
は
、
冬
場
に
ス
ト
ッ
プ

し
て
い
た
ス
ト
レ
ッ
チ
を
再
ス

タ
ー
ト
。
な
か
な
か
習
慣
化
す

る
こ
と
は
難
し
い
で
す
が
、
自

分
の
ペ
ー
ス
で
コ
ツ
コ
ツ
と
！

◆
皆
さ
ん
は
、
何
か
新
し
い
こ

と
に
挑
戦
さ
れ
ま
す
か
？
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
し
な
が
ら
楽
し
く
過

ご
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
！
（
Ａ
）

編　集　室

Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ
新
シ
ス
テ
ム

提
供
開
始
の
お
知
ら
せ

　

経
済
産
業
省
お
よ
び
内
閣
官
房
は
、

地
域
経
済
に
関
す
る
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ

を
地
図
化
・
グ
ラ
フ
化
に
よ
っ
て
可

視
化
す
る
デ
ー
タ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
「
地
域
経
済
分
析
シ
ス
テ
ム
（
Ｒ

Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ
）」
に
つ
い
て
、
新
シ
ス

テ
ム
の
提
供
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で
は
、
描

画
速
度
の
向
上
や
類
似
メ
ニ
ュ
ー
の

集
約
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
対
応
な
ど

の
利
便
性
向
上
に
加
え
、
掲
載
デ
ー

タ
の
精
緻
化
な
ど
に
よ
る
分
析
機
能

の
高
度
化
を
図
っ
て
お
り
、
経
営
者

や
専
門
家
な
ど
幅
広
い

関
係
者
に
活
用
し
て
い

た
だ
け
ま
す
。

　

鳥
取
市
花
と
木
の
ま
つ
り
実
行
委

員
会
は
、
第
48
回
花
の
ま
つ
り
を
次

の
通
り
開
催
し
ま
す
。

　

▼
日
時
―
４
月
29
日
（
火
・
祝
）

午
前
11
時
～
午
後
４
時
▼
場
所
―
国

道
53
号
線
本
通
り
・
若
桜
街
道
（
歩

行
者
天
国
・
ま
ち
パ
ル
鳥
取
前
～
片

原
変
電
所
前
）
▼
内
容
―
各
種
団
体

の
出
展
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
（
花
の
催

し
コ
ー
ナ
ー
、
飲
食
コ
ー
ナ
ー
、
各

種
体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど
）
＊
花
の
苗

プ
レ
ゼ
ン
ト
―
午
後
３
時
30
分
～
若

桜
橋
上
で
配
布
▼
そ
の
他
―
天
候
な

ど
に
よ
り
内
容
を
変
更
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
▼
問
い
合
わ
せ
先
―
鳥
取

市
花
と
木
の
ま
つ
り
実
行
委
員
会

（
鳥
取
市
経
済
観
光

部
経
済
・
雇
用
戦
略

課
内
）
℡
０
８
５
７

―
30
―
８
２
８
２

パ
レ
ッ
ト
と
っ
と
り 

市
民
交
流
ホ
ー
ル

　
　

利
用
予
定
表　
　
　
　
　
　

パ
レ
ッ
ト
と
っ
と
り
市
民
交
流
ホ
ー
ル

　
〒
６
８
０
―
０
８
３
２
　
鳥
取
市
弥
生
町
３
２
３
―
１

　
TEL
０
８
５
７
―
39
―
２
５
５
５
　

FAX
０
８
５
７
―
39
―
２
５
５
０

　
利
用
時
間 

９

：

00
～
22

：

00

日
に
ち

利　
用　
内　
容

4
／
20
㈰

合
唱
練
習

25
㈮

鳥
取
県
土
地
家
屋
調
査
士
会 

東
部
支
部 

定
時
総
会

26
㈯

第
14
回
ハ
ッ
ピ
ー
ウ
ク
レ
レ
倶
楽
部 

鳥
取
・
姫
路

交
流
会
【
公
開
・
無
料
】

27
㈰

第
14
回
鳥
取
落
語
会
【
公
開
・
有
料
】

29
㈫

鳥
取
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
「
鳥
取
ま
ち
な
か
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
」

5
／
9
㈮

ク
ラ
ブ
例
会

10
㈯

フ
ラ
メ
ン
コ
・
レ
ッ
ス
ン

11
㈰

合
唱
練
習

17
㈯

ス
ー
パ
ー
Ｂ
Ａ
Ｉ
Ｌ
Ａ 

Ｂ
Ａ
Ｉ
Ｌ
Ａ 

22 

マ
ラ
ソ
ン 

in 

鳥
取
【
有
料
】

　
　
　
　
※
利
用
予
定
は
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

 

第
48
回 

鳥
取
市

　
花
の
ま
つ
り
ご
案
内

小規模事業者経営改善資金融資制度

無担保・無保証人 マ ル 経 融 資 をご活用ください！
マル経融資は、商工会議所の推薦によって日本政策金融公庫から無担保、保証人なし

で受けられる融資制度です。融資対象は従業員規模が商業・サービス業（宿泊業および

娯楽業を除く）で５人以下、その他は２０人以下の事業所です。 

●融資限度額 2,000 万円  ●利率 年 2.00％（2025.4.1 現在） 

●返 済 期 間 運転資金＝  ７年以内（据え置き１年以内） 

設備資金＝１０年以内（据え置き２年以内） 

問い合わせ先 鳥取商工会議所 経営支援一課 TEL：0857－32－8005

新サイトURL　https:resas.go.jp



３　

鳥
取
市
観
光
大
学
観
光
マ
イ
ス
タ
ー
認
定

証
授
与
式
▽
青
年
部
次
年
度
５
役
会

４　

青
年
部
広
報
委
員
会
・
総
務
委
員
会

５　

ま
ち
な
か
賑
わ
い
創
出
特
別
委
員
会
▽
青

年
部
仕
組
み
改
善
委
員
会
・
会
員
増
強
委

員
会

６　

会
頭
・
副
会
頭
会
議
▽
青
年
部
鳥
取
お
城

委
員
会

７　

若
手
経
営
塾
▽
Ｉ
Ｎ
Ｐ
Ｉ
Ｔ
知
財
無
料
相

談
会

８　

青
年
部
例
会

10　

工
業
部
会
正
副
部
会
長
会
議
▽
運
送
業
界

応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
委
員
会
▽
体
験

的
学
習
活
動
等
休
業
日
「
や
っ
て
み
よ
う

デ
ー
」
の
協
力
要
請
▽
青
年
部
政
策
提
言

委
員
会
・
総
務
委
員
会

11　

障
が
い
者
雇
用
に
係
る
求
人
要
請

12　

と
っ
と
り
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
特
別
委
員

会

13　

運
営
委
員
会
▽
青
年
部
次
年
度
５
役
会

14　

企
画
政
策
委
員
会

15　

ま
ち
な
か
再
生
を
考
え
る
フ
ォ
ー
ラ
ム

17　

観
光
・
交
通
部
会
正
副
部
会
長
会
議
▽
常

議
員
会
▽
青
年
部
会
員
交
流
委
員
会

18　

定
例
金
融
相
談
会
▽
青
年
部
５
役
会

19　

女
性
会
役
員
会
▽
青
年
部
次
年
度
理
事
会

25　

青
年
部
理
事
会

28　

鳥
取
・
豊
岡
・
丹
後
地
域
経
済
団
体
交
流

会
（
京
都
府
京
丹
後
市
）

31　

臨
時
議
員
総
会

 

事
務
局
日
誌 （
　
）

定例金融相談会のご案内
　定例金融相談会は、㈱日本政策金融公庫鳥取支店のご協力をいただき、皆さまの事業資金調達等の金融
ニーズに迅速に対応するため毎月開催しています。ご希望の方は下記まで電話でお申し込みください。

１．日　時　　５月20日（火）午前10時〜12時
２．会　場　　鳥取商工会議所　会議室
３．内　容　　事業資金等の借入相談（㈱日本政策金融公庫職員との直接面接）
４．お申し込み・お問い合わせ　　　鳥取商工会議所 経営支援部 経営支援一課
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 TEL：0857－32－8005　FAX：0857－22－6939

3
月
抜
粋

確かな品質と信頼できるお取引をお約束します

本社工場　〒689-1121　鳥取市南栄町1
ＴＥＬ：0857-53-4561　ＦＡＸ：0857-37-4115
ＵＲＬ: https://asahimekki.jp
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地域 ･経済振興部
総　務　課 32-8002

経営支援部
経営支援一課 32-8005

経済振興課 32-8003 経営支援二課 32-8005
地域振興課 32-8004 農商工連携推進事業 32-8005

鳥取産業会館·鳥取商工会議所ビルに車でお越しの方は､会館北側駐車場をご利用ください｡最初の30分
は無料ですが､それ以降は1時間ごとに100円が必要です｡駐車サービス券の発行はテナント事業所に
よって異なりますので､当該事業所にご確認ください｡

駐車場ご案内

鳥取商工会議所は持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています


